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① 市街地

② クリーンセンター付近

③ 青海川駅付近

④ 原子力発電所周辺

⑤ 柏崎南部方面

⑥ 国道閉塞

③

④

⑤ ← 20日先遣隊 ①②

← 21日一班 ⑥④②①

← 21日二班 ③⑤①②

②
①

大河津分水路被害調査⑦

⑦21日三班



見事に、水平な一断
面で破壊している。
なぜ、この位置か

この調査の過程で周辺
地盤の異常に気付く
（煙突破壊とは別問題）



クリーンセンタ
ー東側の山本
団地では、大
きな液状化に
よると思われ
る地盤沈下が
あった

鯖石川

砂取場



明瞭な縦ずれが見られた



噴砂跡





約
1.8m
亀裂

噴砂跡

亀裂の先は
左に折れて
河川の方へ

その向こう
に左岸の
亀裂



180cmの移動







山本団地から道路は
縦に亀裂が入り

途中から急激に沈下



鯖石川

砂取場
山本団地

○ 土取り場に続く山が東に
押し出すように山本団地地区
に地盤変状をもたらしている。
○ このため、道路が盛り上
がっている。
○ ひどいところでは、５０ｃｍ
近くの亀裂がある。

クリーンセンター側から山本団地を望む



約50cm移動

2000年新築の大手住宅メーカ施工の木質系住宅



大河津分水路の被害状況

写真-1堤防上面の亀裂
（大河津分水路左岸・長岡
市岩方 ）

2007年7月21日撮影

2007年7月21日撮影 2007年7月21日撮影

写真-2 高水敷内の墳砂（大
河津分水路左岸・長岡市岩
方 ）

写真-3 堤防斜面の亀裂応
急復旧状況（大河津分水路
左岸・長岡市町軽井 )

写真1

写真2 写真3
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補修工事

補修工事＋
ボーリング調査

ボーリング
調査

調査範囲



【写真番号】①~③
【場所】大河津分水路右岸・燕市野中才 応急復旧工事現場

【復旧前状況】
幅8cm，深さ50cm以上，延長60m

2007年7月21日撮影 2007年7月21日撮影

2007年7月21日撮影 2007年7月21日撮影

写真4 写真5

写真7写真6

【復旧前状況】
幅10cm，深さ1.2m以上，延長41m

【復旧前状況】
幅5cm，深さ1.2m以上，延長17m

【復旧前状況】
幅若干，深さ不明，延長41m



堤防上面の道路に亀裂が発生した箇所の補修工事を行っていた。
工事前の情報：幅10cm，深さ1.2m，延長41m



【写真番号】 ④
【場所】 大河津分水路左岸・燕市渡部

渡部橋 大河津分水路左岸、渡部橋全体

橋梁取付部の段差 橋梁端の隙間と亀裂

2007年7月21日撮影 2007年7月21日撮影

2007年7月21日撮影 2007年7月21日撮影

写真8

写真9

写真11写真10

約2cmの段差

堤防が沈下



【写真番号】 ⑤~⑥
【場所】 ⑤：大河津分水路左岸・燕市渡部

⑥：大河津分水路左岸・長岡市新町（JR越後線鉄橋周辺）

写真-12,13 
堤防上面の亀裂と応
急処置状況
【亀裂】
亀裂が数箇所見られた
幅若干，深さ1.7cm，1
つの亀裂の長さ15m程
度，延長100以上

写真-14,15 
堤防上面の亀裂の状
態
【亀裂】
亀裂が多数見られた。
幅若干，深さ不明，1つ
の亀裂の長さ10m程度，
延長100m以上

2007年7月21日撮影

2007年7月21日撮影 2007年7月21日撮影

2007年7月21日撮影

写真12

写真13 写真15

写真14



【写真番号】 ⑦~⑧

【場所】 大河津分水路付近左岸・長岡市町軽井

写真20 2007年7月21日撮影

写真22

2007年7月21日撮影

写真21

2007年7月21日撮影

写真23

2007年7月21日撮影

写真-20～23
堤防斜面の応急復旧工事の様子．
【状況】
斜面底部に亀裂が発生している．
応急復旧工事中，土砂の埋め戻し作業を
行っていた．
堤内地側へ引っ張られたか？



【写真番号】 ⑦~⑧

【場所】 大河津分水路付近左岸・長岡市町軽井

写真18写真17

写真16 2007年7月21日撮影

2007年7月21日撮影2007年7月21日撮影

写真-16，17 ，19
高水敷の墳砂の様子と水田の様子．
写真-18 
ボーリング調査の様子．
【状況】
水田で墳砂が多く発生していた．また，写
真-19のように，水田の砂が存在しない部
分でも水が無くなっていた．

写真19

2007年7月21日撮影



【写真番号】 ⑦~⑧

【場所】 大河津分水路付近左岸・長岡市町軽井

写真24 2007年7月21日撮影

写真25

2007年7月21日撮影 2007年7月21日撮影

写真-24～26
堤防斜面の被害付近の道路被害状況．
【状況】
写真左は応急復旧工事中，写真中央は道路と歩
道に2ｃｍほどの隙間あり，写真右は道路と歩道
の間が2ｃｍほど盛り上がっていた
股裂現象か？

写真26



【写真番号】 ⑨~⑩

【場所】 信濃川・長岡市岩方

亀裂は最大で幅
2cm，段差は
2cm，深さ不明，
延長100m以上

付近の道路は
比較的大きな
亀裂が発生し
ていた．
（未補修）

岩方の高水敷内
の水田でも多数
の墳砂を確認

畑でも墳砂を
確認

亀裂は斜面の底
部だけでなく，上
部にも発生して
いる．多少はら
みもあり

堤防斜面の亀
裂の応急復旧
状況

2007年7月21日撮影写真27 2007年7月21日撮影写真28

2007年7月21日撮影写真30

2007年7月21日撮影写真322007年7月21日撮影写真31

2007年7月21日撮影写真29





2004年新潟県中越地震被害発生域
2004年新潟県中越地震より被害が生じた部分には、今回は
ほとんど被害はなし

適切な復旧作業がなされていたと判断

堤防の耐震化の検討も一つの課題

アスファルト表
面にクラックが
ある程度



柏崎小学校の給水支援

米山ＩＣ近くのヘリポート

今回の自衛隊の災害派遣では、
人命救助に比して、補給や復
旧支援活動の需要が大きい。
（中越地震に比べて）

その他特記事項


